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いて目にすることができ 貴重な作例になる お われた。
　ところで、この両作品は一枚の木製の「スケッチ板」に描かれている。通常、表
に対して裏面は、 左右が斜めに削られている。 こ 作品の場合、 《太陽 道》 が表面に、《軽業師》の左右両端は斜めに削られていることから裏面ということになる。萬は、その晩年 展覧会を計画していたらしく、そのための出品予定の作品の図柄をスケッチした紙片が、同美術館の資料として残されている。それをみる 、やはり萬の書き込みがあり、 「表側」が「太陽と道」であり、 「裏面」が「軽業師」となっている。萬自身が、この作品のどちらを展示しようと たかは判然としない
（挿図
1）。
また、 《太陽と道》は 萬の自刻木版 《太陽と道》の原画にあたるよう 構図である。カーブを描く や画面右端の家など、左右反転させると 木版画《太陽と道》になるからである
（挿図
2）。作者は、 順番としては先に表面に《太陽と道》を描き、























生活費を得る事としては学校を出て間もなく浅草に行って活動写真の看板をかいた。楽屋の裏で徹夜でやる事が多かった。それからこの年は池の端の外国館で植民地の博覧会のあった年で台湾館の壁画となるものを近藤浩一路や田中良などと一しょにかいたものだ。何んでもこうした絵をかいて居るうちに明治が大正元年に変って仕舞っ だ。浅草に通ってるうちにロートレックまがいのものを描き始め浅草の魔女や玉乗などを画題にした事が一寸続いた。その間に漫画家になろうとして時事新報に政治漫画 寄稿したり又文章世界や太陽 挿絵を送っていた事もある。冬頃になってから小代為重さんからの相談で御厨純一などとマリオラマの制作をやり始め海底旅行の様子を見せるものを浅草 作った。これ丈が一ヶ年の主なる出来事であるから此 年は全く多事だっ 思う。









鉛筆 ･紙､ （（.0 × 24.0	cm､ 1927 年頃､
萬鉄五郎記念美術館蔵




























物小屋 （今では小屋といふのは少しく失敬だが矢張り在来の名称を使つて置く）あたりを一巡して感ずる所は如何にも物質的に活発な所だ深さは無いが何か目まぐるしい程動いて居る処だ 事である。是れは恐 く一般の所感で有らうと思ふ、浅草に遊んで直ちに深酷な匂ひを嗅ぎ理想の光明に対する憧憬心起しさては人世のさびしさを感ず が如き人は蓋し無からう、何だか物質的現実の中と壓され壓されて何か無し観音堂にも上らうし活動写真 下にも佇まう迄の事だ、一言でいへば騒々しいせゝつこましいそして飽くまで物質的 現代の匂ひは浅草に於て最もよく表はれて居ります いか。
（六一︱二頁）
　この寄稿者が指摘するように明治になって整備された日比谷公園とも上野公園と
もちがった雰囲気、それは、一方で江戸時代からの最大の盛り場でありながら、何より 「物質的」 で 「目まぐるしい」 公園として 「浅草公園」 が位置づけられている。その公園のなかでも、浅草寺西側に位置する「六区」 いう地域については、つぎのような感想を記している
（挿図
4）。




























右から 12階､ 浅草国技館､ 江川の玉乗り大盛館（『増補新訂	浅草細見』､
浅草観光連盟､ 1976 年より）



































玉のり｣（『新小説』第 17 年 4 号､1912 年 4 月）
挿図 8　｢六区瓢簞池前大盛館玉乗｣（宮尾しげお編『珍しい写真集	東
京そのむかし』､ アソカ書房､ 19（6 年より）
八三
美 　術 　研 　究 　　三 　九 　七 　号
244
















川一座」だけが、 「最後の奮闘者」として、浅草の「公園に踏み止つて、多くの敵に囲まれながら、尚は且つ屈せずに闘つて居る」として、はては「歴史的に彼等は公園を繁栄させた大なる功績」があるのだから、 「 区」 「区費」をもって「保存」すべきだと訴えている。いささか、おおげさな主張ながら、 「見世物」という興行自体が、衰退しつつあった時代であったことはあきらかであろう。その当時の「江川一座」の舞台であるが、つづけてつぎのように記されている。




と称された「浅草十二階」も、また色あせたものになっていたの った。前掲の数馬氏の著作でも、田山花袋、石川啄木、金子光晴、今東光といっ 文学者詩人 ちの十二階をめぐる作品を引用しながら明治末年の浅草 ことに六区とそれに隣接する「魔窟」といわれた当時の千束町界隈の陰影の濃い情景が分析されている。
　ではこの当時、つまり一九一二年前後の「見世物」としての「江川一座」は、他
にどのように語られ、見ら ていた だろうか。それを管見の資料 もとに、つぎにふりかえってみたい。まず、もとより「見世物 とは、通常 人間ではできな 、
挿図 10　｢浅草公園の見世物｣（『演芸画報』第 1巻 4号､ 1907 年 4 月）
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さまざまな「芸」を見せるわけだが、 とりわけ少女と子供が「芸」を見せることに、労働の問題として、あるいは社会の問題としてこの「江川一座」の「曲芸」を見つめている、つぎのような新聞記事がある。
△瓶（かめ）のあしらひ 　余は最後に瓶のあしらひに就て記せざるべからず、蓋し最も余を感動せしめたるものなればなり。這は前に鉄線渡りを演じたる江川きん子と称する少女と、又た前に頭立を演じたる巳之助と名くる少年との合同演技なりき。仰向に伏 たる少女は双脚の上に瓶を載せ二三度試練し、夫れより小桶八ツを足の裏に積み塁ね上 瓶を載てぐる〳〵廻転さす、かゝ 後、少年巳之助を瓶の中に入れ、二三度廻転したる上、下より相図を為せば少年は徐々と瓶の中より後退り 這ひ出んとす、危険な 哉 若し其の術一呼吸を誤らば少年は と共に床上に転落して多少の怪我は免るべからず、見 もの皆胆 寒うし、唾を飲み、手に汗握らざるは無 、然かも少年は一向平気にて首尾克く這ひ出でゝ瓶の上に立ち、鯱鉾立其の他の芸を演じたる後又た元の瓶へと逆戻るなり、此れ実に千番 一番のカネ合する危険なる芸にして、這ひ出づる時よりは余程六ケ と謂ふ、側に立てる相方の男戯れて日く、穴より出でゝ穴に入る穴恐ろしの世の中や 、爾り 彼男は無学なれども言ふ所 自ら心理を語れるなり、然かも無底 洞穴なり 此の
洞穴の為に日々幾千の不幸なる兄弟姉妹は呑まれつゝあるなり、多くの兄弟姉妹は不知不識の間に此の洞穴に向つて急ぎつゝあり、穴恐ろしの世の中やと洒落る彼の男も又然るなり。此 無底の洞穴に多くの不運なる兄弟姉妹を陥れて此の世の富と栄華を独占せんとするが、今の貴族、富豪の志願にして、不幸にも此の志願は日々に実現せられ しつゝあり、若し平民階級にして何時迄も自覚せずんば、其の実現や蓋し遠きにあらざるべし。
（赤羽巌穴「江川一座の娘








世物研究』によれば、これは「曲持」と称される芸で、 「曲持の演者は仰けに寝て、両足を空 差上げ、其足底で開いた傘を水車のやうに廻はしたり、又樽や盥を廻し乍ら、高く蹴上げては受留めなどをする である」
（八〇頁）
とされるものである。




















ここには、 その顔ぶれをみれば、 隅田川をパリのセーヌ川にみたて、 隅田川沿いの 「よか楼」 などで集っていた青年芸術家たちの 「パンの会」 の雰囲気がある。それだけに、「江戸の伝統を豊かに抱く下町浅草に、耽美的な芸術の香を求めてゐることが知られる」
（野田宇太郎、 『瓦斯燈文藝考』 、 東峰書院、 一九六一年、 一〇七頁）
と評されている。
しかしながら彼等の視線は、かならずしも隅田川の方に向けられているかというとそうでもなく、また「下町浅草」の かに「江戸の伝統」を懐旧的に求めているわけではない。彼等 目にした現実の「浅草」が詠われ、ま 描かれている。そのひとつである北原白秋「浅草哀歌」で つぎの一節のように「江川一座」の玉乗りがモチーフになってい 。
Ⅰわれは思ふ、浅草の青き夜景を、仲見世の裏に洩るる短夜の葱のむせびを、公園の便所 瓦斯を はた澄めるアルポーズの香を。あはれなる蛇小屋の畸形児 、かつは知れるや、怪しげの二階より寥しらに顔いだす玉乗のわかき女を、あるはまた曲馬に場に汗臭きばかりうち並ぶ馬のつかれ 。


























































に取材した「コマ絵」が掲載されて る。この画集は 夢二を慕って知己 った東京美術学校予科在学の恩地孝四郎をはじめ、久本信夫、宮武辰夫、田中順之助と
挿図 1（　小杉未醒《竿の先》（『方寸』表紙､




































画集　秋の巻』､ 洛陽堂､ 1910 年 10 月より）
挿図 14-2　竹久夢二 ｢活動写真の女｣（同前）
挿図 1（　竹久夢二 ｢江川一座｣（『都会スケッチ』､















あるいは繁華で猥雑な都市の影としての 玉乗り に漂う情感をあらわしたいという都会風俗への関心といえるだろう。また美術学校等の画学生たちには、もちろんのこと夢二 の影響のなか、 「動かない」モデルと異なる、 「動く」 、あるいは「運動する」身体性へ 関心が いまぜになっていたと えるかもしれない。萬の場合も、アルバイトでの浅草通いで目にした「江川一座」や『夢二画集』の影響のなか
挿図 17-1　木村荘八『写生帳』（水彩 ･鉛筆 ･





友会月報』､ 第 10 巻 （ 号､ 1912 年 2 月）
挿図 18-2　｢TAMANORI｣（同前､ 第 10
巻 8 号､ 1912 年 （ 月）
挿図 18-（　同前､ 第 10 巻 9 号､



































墨 ･紙､ 14.0 × 9.0	cm､ 1912 年頃､
萬鉄五郎記念美術館蔵
挿図 21　萬戸張孤雁《足芸》､ ブロンズ､
（8.（ × 26.0 × 18.0	cm､ 1914 年､
碌山美術館蔵
挿図20　広島新太郎《玉乗り》､ 絹本着色､
116.（ × 84.（	cm､ 1912年､
東京藝術大学大学美術館蔵
九一




















うか、即ち生命の躍動が無い愚劣なものだ、といふ事であらうか？ 　若しそうだとすれば、 私にと ては芸術上一大事の事であるから大いに考へねばならぬ。併し幸にさう言ふ根本的 意味では無くて、此彫刻は『動』を現はすべき性質のものであり乍らそれが現はれ ゐない。 と言ふ なら私には少し議論がある。
　私は斯ういふ事を主張したいのだ。それは動の中にも静があると。玉乗女が
柳樽を蹴上げたり、廻したりする時、ふと運 を止める がある。其処に静が生れる。即ち一つの運動より他の運動 移らんとする瞬間、 其処に静が出来る。其静は動の連鎖中生れ る美妙なる静である。又こんな例も引ける、即ち工夫が鶴端を振り上げて土を掘らん る際頭上に充分振り冠つて今や将に打ち下さんとして満身の力を手先に籠めた刹那、工夫の全身は動の力で満ち満ちて居り乍ら、しかも其刹那の状態は静である。斯ふい 静は芸術 して取り扱ふに最も好い材料では無いか。実に余 其 静を取材したのである。であるから其の批評家の言が 此の間の消息を解してゐて、 が無い と言つたなら将に私の狙つた気分を洞察したものだといふことが出来 。だが恐らく此の
挿図 22　戸張孤雁《玉乗り》､ 木版 ･紙､
（4.0 × 24.0	cm､ 1914 年､
東京国立近代美術館蔵
挿図 2（　戸張孤雁《綱渡り》､ 鉛筆 ･紙､

























なかった画面右側に 曲芸を る演者に背を向け ように椅子 座る人物二人が加えられている。本来桟敷からとらえた情景が、後ろ向き 人物を加えること 、右側に緞帳があるように描かれ、そのため 舞台裏からの情景と受けとられ ように
挿図 24-1　萬鉄五郎《スケッチブック（No.	（）》､




挿図 2（　萬鉄五郎《軽業師》､ 水彩 ･鉛筆 ･紙
2（.7 × 18.2	cm、191（ 年頃､ 萬鉄五郎記念美術
館蔵
九三
美 　術 　研 　究 　　三 　九 　七 　号
254

















おり、 《軽業師》は萬という画家の「 」 、 かも「動く」 、あるい 「運動する」身体への関心、それはやがて造形思考と て深められ、作品として表現される だ
が、その起点となる作品であったといえる。同時に、いまひとついえることがある。一九一二年当時の萬という画家は、 《裸体美人》をあげるまでもなく、 「後期印象派」絵画の影響をもっとも強く けていたはずである。その点で、本来表面である《太陽と道》は、受容の問題からすれば、まさに萬という画家を通してストレートにゴッホ風の太陽 表現 増幅しながら受 入れていたことをしめしたもの ある。これに対して、裏面に描かれた《軽業師》は、 「後期印象派」絵画の受容とは別に、独自の関心のあらわれとしての「運動する身体」が表現されている。視覚表現の受容の問題として考える場合、表裏に 受容」性と独自性（画家特有の関心としての人間の身体性）をあわせもっていたことをしめ 両義的な作品
（モノ）
とい
える。いわば、 「受容」の問題としても、一面的に か かわりきれな ことを教えてくれる「モノ」といえるだろう。
挿図 26　萬鉄五郎《飛び込み》､ 油彩 ･板､ 11.8 × 16.2	cm､ 1914 年頃､
岩手県立美術館蔵











no.	（2 「軽業師」 （一九一三年、モノクロ図版） 「萬鐵五郎展」 、主催＝
日本美術館企画協議会、 読売新聞社。会場＝小田急百貨店（東京新宿）
一九八五年 　六月
no.	（1 「軽業師」 （一九一二年ころ、カラー図版、裏面「太陽の風景」 ）
「生誕百年記念 　萬鐵五郎展」 、神奈川県立近代美術館、三重県立美術館、宮城県美術館を巡回
二〇〇八年 一月「軽業師」 （裏面「太陽と道」 ） 九一二年（大正元） 　油彩・板 　「萬
鉄五郎 　大新収蔵作品展」 、萬鉄五郎記念美術館






＝Ｋは「展覧会目録における略号〈数字は目録番号を表わす〉 」として、 「神奈川県立近代美術館・万鉄五郎展作品目録・油彩画」を指す） 、 「万鉄五郎作品目録」萬鐵五郎『鉄人画論』 、中央公論美術出版、一九六八年、三七五頁
・挿図
4「曲芸」 （モノクロ図版） 、 陰里鐵郎「萬鐵五郎︱生涯と芸術︱（二） 」 、 『美術研究』
二五八号、一九六八年七月、二九頁
・
	no.	（9 「軽業師」 （モノクロ図版） 、 『萬鉄五郎画集』 、日動出版、一九七四年
・「曲芸」 （ 版番号なし、モノクロ図版） 、 『近代の美術二九 　萬鉄五郎』 、至文堂、
七五年七月、三五頁
　なお、本稿執筆中に、萬鉄五郎記念美術館学芸員平澤広氏から、件の作品が同美術館の
所蔵品になったことを萬鉄五郎の長男である故博輔の妻蔵子夫人に案内したところ、同夫人より萬家 嫁がれた一九四八年（昭和二三）当時は萬家にあったと記憶している旨のことを教示いただいた。し がって、一九五三年の展覧会では、すでに原精一蔵になっているこ から、その間に所蔵が移ったと推察される。
註（
1） 　原精一は、 《軽業師》を戦後入手してから、その没年まで愛蔵していたと推察される。萬鉄五郎と原精一の師弟関係については、 原精一のインタビュー採録記録「原精一による回顧談」 （聞き手 　陰里鐵郎） （ 『平塚市美術館所蔵 　原精一寄贈資料整理報告書 　２００３』 、平塚市美術館）に詳し 。
（
2） 　本文中で揚げた参照書のほかに、 「見世物」及び当時の浅草については、左記にあげるものを参照した。




4） 　挿絵画家神保朋世の回想「浅草オペラの哀歓」によれば つぎのように「江川一座」について記されている。 「江川の玉乗りが何分かおきに 一寸だけ前に下げてある、ドンチョウとも幕ともつかぬものを、くるくると上にあげて中の情景を見せる。顔だけお白粉を濃くぬった娘たちが、桃色 メリヤスを肌 ピッタリ着けて、パンツはビロード 南京玉のようなものでキラキラ彩った派手なものだ。現今のように裸体を見せる見世物が無い時代だった ら、この娘達が大きな玉の上に乗って、腰振りながら調子をとって動き廻るのには、妙なエロチシズムを感じさせられる だった。でも玉から降りて、たれ幕の間から外をながめているような時の表情 は、言い知れぬ淋しさがただよって た。お母さんやお父さん こと 考えているのだろうか、田舎からさ われて来た少女な じゃない しら、などと少年らしい感傷を覚えたものだ」 （浅草の会編『浅草双紙』 、未央社、一九八八年、六六頁）
　また本間國雄『東京の印象』 （南北社、一九一四年、復刻版 現代教養文庫 　
141（
東京の印象』 、社会思想社、一九九二年）では、浅草の賑わ つぎ ように語（挿図
28） 、さらに玉乗りについて、やはりそこで演ずる女性たちの「身の上」に思
いを寄せている。 「六区の夜 　昼を欺く電燈の光と、それに映し出された眼を眩ずるような美しい絵看板と、それにブーカ〳〵 楽 音 客呼ぶ声 がゴッチャになって、自らまず見物人の心を全く別種な気分に溶し去ってしまう。それ 所謂六区の魅力である。足一度此処に入った以上は、如何な 君子人 も瞑想家で 、皆有のままの放縦な享楽主義 人となってしまう 不思議である。六区の魅力 それは此の人世の裏面に潜む、常に機会だにあらば、満足を求めよう する享楽欲を、思うがままに振りまわさしめる力である。人一度、此の六区の裏通りを覗いて見た
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術館、二〇〇一年四月） 『竹久夢二展︱描くことが生きること︱』展図録（千葉市美術館、夢 郷土美術館、和歌山県立近代美術館、二〇〇七年一月︱五月）を参照した。恩地孝四郎をはじめ、夢二のもと 画学生たちが集まり、 わゆる「夢二学校」形成の過程について 、 『恩地孝四郎 　色と形の詩人』展図録、横浜市美術館、宮城県美術館、 和歌山県立近代美術館、 一九九四年 〇月︱九五年二月）を参照した。
（
6） 　活動写真の案内嬢については、永忠順「牛屋の姐さんと案内嬢」をつぎに引用しておきたい。 「もう一つは活動小屋の案内嬢。まっぴるまなど テケツを通っても眼が馴れるまでは館内は真暗闇同然で、殊に客が混んででも る時 何うしていいか判らない。するとこの案内嬢が適当な場所に連れて てくれるのですが 懐中電灯で足もとを照らしてなどというのでなく、いきなり手 にぎって暗闇の中を引っ張っていく。案内嬢 ち 牛屋の姐さんと違っ 若いの 揃 て 上 、まわりが真暗だ らお客の手のひらには、ぎゅっと握った若くて柔か 女の素手の感触だけが強烈に残るという寸法で、だから中には握られたその手をコチョコチョくすぐったりなんかし 、しまいには活動写真そ ものより 、 っち 方がお目当てでもあるかのような、 りそめ 好き者も出て来ようという、これも昔 浅草いがけない景物 一つだった 言えるかも知れません 案内の娘さんたちは和服の上に青黒い事務服に似たものを着て たよう たが、少し経つ 館によ て 原始的？な洋服姿も出て来たようにおぼえて ま 」 （浅草 会編 『浅草双紙』 未央社、一九八八年、五五頁）
　また、先に揚げた本間國男も活動写真の案内嬢について、つぎのように記してい





だけである。井上芳子、 寺口淳治 （和歌山県立近代美術館） 両氏の教示によ ば 「艸」をデザイン化したのは、竹久夢二の作品であり、カタカナの「ム」は恩地孝四郎作品であるという。
（
8） 　長門佐季「浅草風景 　描かれた軽業・曲芸師をめぐって」 、 『サーカスがやって来
挿図 28　本間國男 ｢六区の夜｣（『東京の印
象』南北社､ 1914 年〈復刻版〉より）








10） 　水沢勉「萬鐵五郎の人体表現をめぐって」 、 『生誕百年記念 　萬鐵五郎展』図録神奈川県立近代美術館等、一九八五年 月︱九月
（
11） 　沼辺信一「生の躍動と『リズム』︱大正
2年のバレエ・リュス」 、 『ダンス！ 　
20
世紀初頭の美術と舞踏』展図録、栃木県立美術館、二〇〇三年二︱三月。また、同氏の「ニジンスキーを観た日本人」 、 『ディアギレフのバレエ・リュス 　
1909 ︱
1929 』
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二︱三 　田中淳「萬鉄五郎 　《軽業師》および《太陽と道》 」参照
　　　
一︱三 　鳥光美佳子撮影
九七
